
▼
人
事
院
は
、
社
会
や
公
務
の
変
化
に
応

じ
た
人
事
管
理
上
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
今
後
の
国
家
公
務
員
給
与
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
の

「
有
識
者
と
の
意
見
交
換
」
を
本
年
２
月

か
ら
実
施
し
、
５
月
ま
で
に
６
回
開
催
し

て
い
ま
す
。
各
回
の
議
事
要
旨
や
資
料
は

人
事
院
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
リ
ン
ク
を
含
め
自
治
労
県
本
部
の
Ｈ
Ｐ

（
組
合
員
専
用
ペ
ー
ジ
）
へ
転
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
今
回
は
、
各
回
の
議
事
要
旨
か
ら
重
要

な
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
掲
載
し
ま
す
。 

■
第
１
回
（
２
月
17
日
） 

[

給
与
水
準] 

○
初
任
給
は
、
全
国
規
模
で
人
材
獲
得
競

争
相
手
と
な
り
得
る
よ
う
な
産
業
市
場
に

お
け
る
給
与
水
準
と
比
較
す
る
と
、
初
任

給
、
生
涯
所
得
と
も
国
家
公
務
員
（
以
下

「
国
公
」
）
が
負
け
て
い
る
。 

○
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
比
較
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
俸
給
表
を
業
種
に
応
じ
て
さ
ら
に
細

分
化
し
、
そ
こ
で
水
準
を
調
整
し
て
い
く

と
い
う
や
り
方
が
考
え
ら
れ
る
。 

○
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
比
較
は
、
情
勢
適
応
の

原
則
に
対
す
る
一
つ
の
最
適
解
で
あ
る
。 
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『
公
務
員
給
与
の
在
り
方
』
検
討
中 

人
事
院
は
「
今
後
の
公
務
員
給
与
の
在
り
方
に
関
す
る
有
識
者
と

の
意
見
交
換
」
を
実
施
中
！
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。 

人勧期闘争 

当面の日程 

■7月20日（木） 
○県本部中央委員会 
（とうほう・みんなの文化センター） 
 

■7月21日（金）22日（土） 
○地連町村職交流集会（青森） 
 

■7月23日（日） 
○会津若松市長選・市議選告示
日・第一声 
 

■7月30日（日） 
○会津若松市長選・市議選投開
票日 

○
平
成
18
年
に
、
民
間
の
比
較
対
象
を
「
企

業
規
模
100
人
以
上
」
か
ら
「
50
人
以
上
」

に
拡
大
し
た
時
は
、
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
の

風
潮
の
中
で
、
後
ろ
向
き
な
議
論
と
し
て
行

わ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

○
官
民
比
較
に
お
い
て
、
も
う
少
し
「
職
務

と
責
任
」
に
着
目
し
た
形
に
す
る
方
法
に
つ

い
て
も
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

○
地
方
の
現
業
職
で
い
え
ば
、
公
務
員
の
給

与
水
準
は
相
対
的
に
高
い
。
地
方
の
賃
金
水

準
は
、
市
場
の
競
争
か
ら
見
て
も
、
必
ず
し

も
上
げ
る
必
要
は
な
い
。 

○
外
国
の
公
務
員
は
、
現
職
の
間
の
賃
金
は

そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、
引
退
後
に
非
常
に
手

厚
い
年
金
を
も
ら
え
る
と
い
う
の
が
特
徴
。

退
職
年
金
の
充
実
も
一
つ
の
策
。 

[
中
途
採
用] 

○
例
え
ば
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
医
師
、
研
究
者
な

ど
の
各
市
場
の
相
場
を
無
視
し
た
賃
金
設
定

で
は
、
良
い
人
材
は
集
ま
ら
な
い
。 

[

能
力
・
実
績
・
職
責
の
給
与
へ
の
反
映] 

○
年
功
型
賃
金
制
度
は
、
経
済
学
的
観
点
で

見
る
と
合
理
的
制
度
。
賃
金
は
ジ
ョ
ブ
に
対

応
し
て
お
り
個
人
に
対
応
す
る
も
の
で
は
な

い
。
労
働
者
の
個
別
評
価
は
許
さ
れ
な
い
。 

7/30・会津若松市長選 

■略 歴 
 

○1978年 東北大学経済 
 学部卒・北海道拓殖銀行 
 入行 
○1994年 （社）会津青 
 年会議所 理事長 
○1999年 会津若松市議 
 会議員 初当選 
○2006年 福島県議会議 
 員 初当選 
○2011年 会津若松市長 
 就任（現在3期目） 

■組合歴 
 

○会津若松市職執行 
 委員25期 
○同 書記次長3期 
○同 書記長2期 
○会津総支部事務局 
 長2期 
○同 特別執行委員   
 8期 
○県本部自治体議員 
 連合事務局長  

7/30・会津若松市議選 
   たかなし  ひろし 

髙梨 浩（59歳） 
   むろい しょうへい 

室井照平（67歳） 
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全単組とも、秋季賃金確定闘争へ向け職場実態の点検を！ 

 

編
集
後
記 

▼
今
回
は
人
事
院
に
よ
る
「
有
識
者
と

の
意
見
交
換
」
の
議
事
要
旨
か
ら
の
転

載
で
し
た
。
６
回
目
（
５
月
23
日
開

催
）
は
、
民
間
の
取
り
組
み
紹
介
が
主

で
し
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
割
愛

し
ま
し
た
。
こ
の
意
見
交
換
を
基
に
し

て
、
８
月
上
旬
の
人
勧
に
お
い
て
「
給

与
制
度
の
整
備
に
関
す
る
骨
格
案
」
が

提
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

▼
全
く
の
私
見
で
す
が
、
①
初
任
給
を

含
む
若
年
層
賃
金
の
改
善
（
※
地
方
は

引
き
上
げ
な
し
）
、
②
勤
勉
手
当
の
比

重
拡
大
、
③
地
域
手
当
区
分
の
簡
略

化
、
④
扶
養
・
住
居
・
配
偶
者
手
当
等

の
縮
小
な
ど
が
入
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。 

（
坂
内
） 

共済動画 

備えて守って補償する 

じちろうマイカー共済

（約15分）  

す
る
と
、
年
功
的
な
仕
組
み
は
あ
る
程

度
残
し
て
、
賞
与
等
で
差
を
つ
け
て
い

く
と
い
う
や
り
方
が
、
考
え
ら
れ
る
。 

〇
財
源
的
な
問
題
が
あ
る
場
合
は
、
例

え
ば
、
半
年
や
１
年
間
な
ど
有
給
休
暇

を
与
え
る
制
度
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。 

■
第
５
回
（
３
月
20
日
） 

[

総
論] 

〇
民
間
準
拠
の
考
え
方
は
あ
る
も
の

の
、
公
務
が
時
代
を
先
読
み
し
て
率
先

し
て
施
策
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。 

[

扶
養
・
住
居
・
配
偶
者
手
当
等] 

〇
こ
の
際
、
生
活
補
助
的
手
当
を
な
く

し
、
そ
の
分
、
初
任
給
や
職
務
関
連
・

人
材
確
保
関
連
の
手
当
に
回
す
べ
き
。 

[

地
域
手
当] 

〇
隣
接
す
る
都
市
間
で
差
が
生
じ
る 

な
ど
不
具
合
が
見
受
け
ら
れ
る
。
同
一

労
働
同
一
賃
金
の
観
点
で
も
問
題
。 

■
第
２
回
（
３
月
３
日
） 

[

給
与
水
準] 

○
65
歳
ま
で
の
勤
務
を
前
提
に
、
引

退
ま
で
の
勤
労
意
欲
を
高
め
る
仕
組
み

と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
60
歳
以
前
か

ら
給
与
カ
ー
ブ
を
寝
か
せ
、
65
歳
で

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
よ
う
な
連
続
的

カ
ー
ブ
と
す
れ
ば
よ
い
。 

○
民
間
で
も
給
与
カ
ー
ブ
は
職
種
や
職

業
群
ご
と
に
異
な
る
の
で
、
競
合
関
係

に
あ
る
企
業
と
比
較
を
し
て
、
も
う
少

し
具
体
的
・
個
別
に
情
勢
適
応
を
見
て

い
く
視
点
が
必
要
。 

[

キ
ャ
リ
ア
の
各
段
階
に
お
け
る
給
与] 

〇
職
種
や
号
俸
の
設
定
が
社
会
の
変
化

や
欲
し
い
人
材
に
合
っ
た
設
計
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
外
部
と
の
比
較
等
を
不

断
に
行
い
機
動
的
に
改
定
し
て
い
く
と

い
う
視
点
が
必
要
。 

■
第
３
回
（
３
月
６
日
） 

[

総
論] 

○
職
務
給
の
原
則
を
中
心
に
し
た
方
が

直
接
的
に
働
く
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な

り
、
こ
の
原
則
か
ら
外
れ
た
生
活
給
的

な
諸
手
当
が
充
実
し
過
ぎ
る
と
真
面
目

に
働
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下
げ
る
。

現
行
の
手
当
制
度
は
、
時
間
を
か
け
て

簡
素
化
す
べ
き
。 

〇
災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
現
在
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
良
い
状
態
に
保
つ
た
め

に
は
、
公
務
に
良
い
人
材
を
確
保
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
、
国
民
も
納 

得
し
や
す
い
時
期
か
も
し
れ
な
い
。
公

務
員
給
与
改
善
は
、
経
済
的
に
は
プ
ラ

ス
効
果
に
な
る
こ
と
は
様
々
な
デ
ー
タ

で
分
析
さ
れ
て
い
る
。 

[

手
当] 

〇
扶
養
手
当
に
つ
い
て
。
本
来
的
に
は

子
ど
も
へ
の
対
応
は
国
全
体
で
考
え
る

べ
き
こ
と
で
あ
り
、
給
与
政
策
と
し
て

対
応
す
べ
き
問
題
で
は
な
い
。 

〇
１
週
間
に
２
～
３
日
程
度
の
割
合
で

テ
レ
ワ
ー
ク
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

数
％
程
度
賃
金
が
低
く
て
も
良
い
と
い

う
国
際
調
査
の
結
果
が
あ
る
。 

〇
地
域
手
当
に
つ
い
て
。
転
勤
の
都
度

給
与
が
変
動
す
る
の
は
疑
問
。
住
民
の

理
解
を
得
る
た
め
に
地
場
賃
金
に
配
慮

し
た
形
で
地
域
格
差
を
つ
け
て
い
る
地

方
公
務
員
の
給
与
と
、
転
勤
が
多
い 

国
公
と
で
は
事
情
が
異
な
る
。 

■
第
４
回
（
３
月
16
日
） 

[

給
与
水
準] 

〇
60
歳
未
満
は
こ
れ
ま
で
の
延
長
線

上
で
能
力
・ 

実
績
や
職
責
を
反
映

し
、
60
歳
以
降
に
つ
い
て
は
ジ
ョ
ブ

型
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。 

[

キ
ャ
リ
ア
の
各
段
階
に
お
け
る
給
与] 

〇
民
間
に
合
わ
せ
、
期
末
手
当
部
分
を

小
さ
く
し
て
、
勤
勉
手
当
部
分
を
大
き

く
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。  

〇
こ
つ
こ
つ
努
力
す
れ
ば
評
価
が
出
る

仕
組
み
が 

日
本
人
に
合
っ
て
い
る
と 

総支部HP 
QRコード 

県本部野球大会『8月17日（木）！』 

 県本部において日程調
整が行われていた、県本
部野球大会（準決勝・決
勝）は、8月17日（木）
福島市「飯坂野球場」に
て開催されることが決定
しました！ 
 準決勝に勝ち進んだ会
津美里町職労チームは、
10:00から二本松市職労
チームと対戦予定です。 


